
Title 〔最高裁民訴事例研究五九〕 支払停止以前における本旨弁済と否認権の行使
否認権行使による弁済金返還請求事件 (昭和四二年五月二日第三小法廷判決)

Sub Title
Author 伊東, 乾(Itō, Susumu)

渡辺, 惺之( Watanabe, Satoshi)
栂, 善夫( Toga, Yoshio)
石川, 明( Ishikawa, Akira)
民事訴訟法研究会( Minji soshōhō kenkyūkai)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication year 1968

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.41, No.11 (1968. 11) ,p.79- 94 

JaLC DOI
Abstract
Notes 判例研究
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00224504-19681115-

0079

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
五
九
〕

昭
四
二
1
1
（
聡
還
棄
賭
）

　
支
払
停
止
以
前
に
お
け
る
本
旨
弁
済
と
否
認
権
の
行
使

　
　
否
認
権
行
使
に
よ
る
弁
済
金
返
還
請
求
事
件
（
昭
四
二
・
五
・
二
第
三
小
法
廷

　
　
判
決
y

　
　
訴
外
A
（
木
材
の
加
工
・
仲
買
業
者
）
は
、
昭
和
二
九
年
硝
月
一
六
日
支
払
を

　
　
停
止
し
、
昭
和
三
〇
年
三
月
二
日
破
産
の
宣
告
を
受
け
た
。
X
（
原
告
・
被
控
訴

　
　
人
・
被
上
告
人
）
は
、
そ
の
破
産
管
財
人
で
あ
る
。
昭
和
二
八
年
八
月
頃
、
A

　
　
は
訴
外
B
貿
易
会
社
か
ら
木
材
を
買
い
受
け
る
に
つ
き
、
そ
の
代
金
支
払
の
た

　
　
め
、
以
前
か
ら
取
引
関
係
の
あ
つ
た
Y
（
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
よ
り
Y
振
出

　
　
の
約
束
手
形
を
以
つ
て
五
〇
四
万
円
を
借
り
受
け
た
。
右
債
務
は
、
当
該
約
束

　
　
手
形
の
支
払
期
日
た
る
昭
和
二
八
年
一
一
月
八
日
迄
に
、
A
が
右
買
入
木
材
の

　
　
売
却
代
金
を
以
つ
て
逐
次
内
入
弁
済
す
る
事
に
よ
り
全
額
の
弁
済
を
終
り
、
Y

　
　
は
右
手
形
を
自
ら
決
済
す
る
約
定
で
あ
つ
た
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
A
は
、
右
借

　
　
金
債
務
の
弁
済
と
し
て
昭
和
二
八
年
九
月
四
日
か
ら
同
年
一
一
月
二
四
日
ま
で

　
　
の
間
に
一
四
回
に
わ
た
り
合
計
四
八
一
万
余
円
の
支
払
を
為
し
、
X
は
右
支
払

　
　
の
う
ち
、
四
六
九
万
円
に
つ
ぎ
否
認
権
を
行
使
し
、
そ
の
返
還
を
請
求
し
た
も

　
　
の
で
あ
る
。
X
の
主
張
は
、
A
は
倒
産
不
可
避
と
な
つ
た
昭
和
二
八
年
九
月
頃

　
　
か
ら
、
永
年
恩
顧
を
受
け
た
Y
に
対
す
る
旧
来
の
債
務
を
優
先
的
に
弁
済
し
、

　
　
　
　
判
例
　
研
　
究

倒
産
後
に
Y
か
ら
幾
許
か
の
経
済
的
援
助
を
受
け
よ
う
と
の
意
図
を
以
つ
て
．

従
来
取
引
の
な
か
つ
た
C
・
D
・
E
等
か
ら
木
材
を
仕
入
れ
、
こ
れ
を
仕
入
価

格
よ
り
著
し
く
安
く
投
売
し
、
そ
の
代
金
を
以
つ
て
、
Y
に
対
す
る
借
金
債
務

の
弁
済
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
故
意
に
C
・
D
・
E
等
新
規
取
引
先
の
売
掛
代

金
債
権
の
取
立
を
不
可
能
に
し
た
計
画
的
な
作
為
で
あ
る
と
し
て
、
破
産
法
七

二
条
一
号
に
よ
り
否
認
を
す
る
、
と
云
う
も
の
で
あ
つ
た
。
第
一
審
判
決
は
、

昭
和
二
八
年
一
一
月
二
日
以
後
の
支
払
、
合
計
二
六
〇
万
余
円
に
つ
き
、
破
産

法
七
二
条
一
号
に
よ
る
否
認
を
認
め
、
Y
に
そ
の
返
還
を
命
じ
た
。
即
ち
、
A

が
、
昭
和
二
八
年
一
〇
月
二
〇
日
に
従
来
に
な
い
多
量
多
額
の
木
材
の
買
受
を

一
時
に
し
た
事
実
、
同
日
頃
の
破
産
者
の
信
用
状
態
及
び
積
極
財
産
と
消
極
財

産
と
の
比
重
、
右
買
入
木
材
の
一
部
を
明
ら
か
に
買
入
価
格
よ
り
遙
か
に
安
く

販
売
し
て
居
る
事
実
等
か
ら
、
A
は
同
日
頃
、
早
晩
支
払
停
止
に
至
る
こ
と
を

予
見
し
、
代
金
を
支
払
う
能
力
も
意
思
も
な
く
、
右
二
〇
日
に
、
多
量
多
額
の

木
材
の
買
入
を
為
し
、
こ
れ
を
販
売
し
て
得
た
代
金
を
以
つ
て
、
Y
に
支
払
を

為
し
た
も
の
で
あ
り
、
Y
も
こ
の
事
情
を
知
り
な
が
ら
受
領
し
た
も
の
で
あ
る

と
認
め
、
同
日
以
後
に
仕
入
れ
た
木
材
の
販
売
代
金
を
以
つ
て
為
さ
れ
た
前
記

同
年
一
一
月
二
日
以
後
の
支
払
に
つ
き
、
破
産
債
権
者
を
害
す
る
意
思
の
下
に

為
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
破
産
法
七
二
条
一
号
に
よ
る
否
認
を
認
め
た
の
で
あ

七
九
　
　
（
一
七
〇
五
）



判
　
例
　
研
　
究

る
。
Y
は
控
訴
し
た
が
、
第
二
審
判
決
は
第
一
審
の
判
断
を
支
持
し
控
訴
を
棄

却
し
た
。
Y
は
上
告
．
そ
の
上
告
理
由
の
第
一
点
と
し
て
、
本
旨
弁
済
の
否
認

は
破
産
法
第
二
号
以
下
に
よ
つ
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
同
第
一
号
に
依
る
否
認

の
余
地
は
無
い
、
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
最
高
裁
は
、
「
…
右
の
よ
5
な
本

旨
弁
済
で
も
、
そ
の
弁
済
が
他
の
債
権
者
を
害
す
る
事
を
知
つ
て
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
を
受
領
し
た
債
権
者
が
他
の
債
権
者
を
害
す
る
事
実
を
知
つ
て

い
た
と
き
は
、
同
条
号
の
規
定
に
よ
り
、
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解

す
る
の
霜
当
で
あ
る
（
麟
燗
讐
一
雪
尾
臨
墾
昏
誰
駐
猷
謬
Y

け
だ
し
、
同
条
号
に
い
う
『
行
為
』
が
本
旨
弁
済
を
除
外
す
る
趣
旨
と
は
解
さ

れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
右
の
よ
う
な
場
合
に
本
旨
弁
済
を
否
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
す
る
実
質
的
理
由
は
な
く
、
右
の
よ
う
に
解
し
て
も
、
当
該
弁
済
を

受
領
し
た
特
定
の
債
権
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
と
は
い
え
な
い
…
』
と
じ

て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。

一
、
支
払
停
止
以
前
に
な
し
た
本
旨
弁
済
を
破
産
法
七
二
条
一
号
に
依
り
否
認

す
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
は
積
極
・
消
極
両
説
に
分
か

れ
、
争
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
判
例
は
大
審
院
以
来
終
始
積
極
に
解
し

て
い
る
。
判
例
の
見
解
は
、
破
産
法
七
二
条
一
号
は
、
破
産
者
が
詐
害
の
悪
意

に
出
た
る
事
を
理
由
と
し
て
、
破
産
者
の
行
為
を
否
認
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
詐
害
の
悪
意
と
は
、
「
害
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
」
と
い
う
字
句
か
ら
考
え
ら

れ
る
よ
う
な
単
な
る
認
識
で
は
な
く
、
よ
り
積
極
的
な
詐
害
の
意
欲
又
は
意
図

と
い
つ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
の
様
な
主
観
的
要
件
を
具
備
す
る
行
為
で
あ

れ
ば
、
債
務
の
消
滅
に
関
す
る
も
の
と
、
責
任
財
産
の
減
少
を
ぎ
た
す
も
の
と

を
問
わ
ず
、
そ
の
「
詐
害
の
悪
意
」
が
備
わ
る
こ
と
の
み
を
以
つ
て
、
否
認
す

八
O
　
　
（
U
七
〇
六
）

る
事
を
得
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
を
。
こ
の
判
例
の
見
解
に
対
し
、
か
つ
て
は
賛

成
説
が
通
説
の
よ
う
で
あ
つ
た
（
蘭
糠
α
鞭
輪
匹
配
轍
頂
ガ
塀
魂
翫
難
葦
鉱
顛
）
。
し
か

し
、
近
時
の
学
説
の
大
勢
は
消
極
説
が
占
め
て
い
る
（
蒲
耕
鮨
糊
報
柵
癩
蹴
酔
穰
殖
争

醸
畝
篠
難
謬
鯛
獺
熟
」
こ
薙
鍍
恥
℃
軌
鴫
畔
礁
藪
淋
一
「
船
瑠
醜
に
）
。
消
極
説
の
反
対
理
由
は
、

本
旨
弁
済
が
何
ら
責
任
財
産
の
減
少
を
ぎ
た
す
も
の
で
な
い
事
、
も
し
判
例
の

如
き
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
い
ま
だ
危
機
状
態
に
も
な
い
の
に
平
等
弁
済
を
強

制
す
る
結
果
と
な
る
事
等
に
要
約
さ
れ
る
が
、
両
者
の
見
解
の
違
い
は
、
よ
り

根
本
的
に
は
破
産
法
七
二
条
一
号
の
否
認
権
の
性
格
の
捉
え
方
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
消
極
説
は
、
七
二
条
一
号
の
否
認
権
を
民
法
四
二
四
条
と
同
じ
趣
旨

の
も
の
と
捉
え
、
破
産
債
権
者
全
体
の
為
の
責
任
財
産
の
保
全
増
殖
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
既
存
の
債
務
者
相
互
の
関
係
で
は
な
く
、
新
な
る
原
因
に
基
づ

く
債
務
者
の
財
産
減
少
行
為
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
七
二
条
二
号
は
危

機
状
態
に
於
て
、
債
権
者
間
の
公
平
を
期
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
（
噛
謁
朕
好

講
繕
）
。
即
ち
、
七
二
条
一
号
の
詐
害
行
為
の
本
質
を
、
民
法
四
二
四
条
に
於
け

る
と
同
様
、
客
観
的
観
点
か
ら
責
任
財
産
を
減
少
せ
し
め
る
行
為
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
判
例
は
、
七
二
条
一
号
は
一
般
的
な
詐
害
行
為
の
否
認
で
あ

る
と
し
、
そ
の
意
味
で
こ
そ
民
法
四
二
四
条
と
同
じ
趣
旨
な
の
だ
と
す
る

（
款
胴
畑
脚
翫
灘
）
。
つ
ま
り
、
詐
害
行
為
を
、
消
極
説
と
は
異
り
、
主
観
主
義
的
な

立
場
か
ら
構
成
す
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
（
眠
雛
細
に
咽
廉
ゆ
蝪
飴
献
都
藍
鞠
肋
龍
騰
潴

も
つ
て
し
た
弁
済
は
詐
害
行
為
と
な
る
と
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
判
例
は
．
廃
罷
訴
権
一
般
を
主
観
主

義
的
立
場
か
ら
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
積
極
説
を
主
張
さ
れ
る
加

講
築
」
訪
錨
就
蘇
縫
藤
離
蕪
蕪
誰
謙
雄
．

　
そ
し
て
、
七
二
条
二
号
は
、
危
機
状
態
と
い
う
特
別
な
場
合
に
、
そ
の
主
観



的
要
件
の
軽
減
を
図
つ
た
特
別
的
な
規
定
で
あ
る
と
し
て
い
る
様
で
あ
る
（
蹴
欄

舞
一
聾
二
た
醍
）
．

　
然
し
な
が
ら
、
七
二
条
一
号
と
二
～
四
号
の
否
認
権
の
関
係
を
、
判
例
の
如

く
解
す
る
と
、
実
定
法
の
構
成
と
の
間
に
矛
盾
を
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

e
　
七
二
条
一
号
と
二
号
と
で
は
、
否
認
の
対
象
と
な
る
行
為
が
、
字
句
の
上

で
区
別
さ
れ
て
居
る
。
も
し
判
例
の
如
く
一
号
と
二
号
と
の
違
い
を
そ
の
．
主
観

的
要
件
の
軽
重
に
求
め
、
対
象
を
異
に
し
な
い
と
云
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対

象
を
ま
で
区
別
し
て
い
る
法
文
を
い
か
に
説
明
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

⇔
　
七
二
条
二
～
四
号
の
規
定
に
よ
れ
ぽ
、
そ
の
否
認
の
条
件
は
一
号
の
否
認

に
比
し
、
何
ら
軽
減
さ
れ
て
は
居
ら
ず
、
む
し
ろ
加
重
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ぽ
、
一
号
に
よ
り
否
認
を
為
そ
う
と
す
る
者
は
、
相
手
方
の
悪
意
を
立
証
す
る
必

要
は
な
く
、
否
認
を
免
れ
よ
う
と
す
る
相
手
方
に
於
て
、
そ
の
善
意
を
証
明
し

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
二
号
に
依
り
本
旨
弁
済
の
否

認
を
為
そ
う
と
す
る
者
は
、
相
手
方
の
悪
意
を
立
証
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
判
例
の
云
う
一
号
と
二
号
と
の
構
成
と
は
明
ら

か
に
矛
盾
し
て
い
る
（
徽
琳
購
前
掲
）
。

㊧
　
七
二
条
二
～
四
号
の
否
認
は
破
産
法
八
四
条
の
適
用
を
受
け
、
行
為
後
一

年
の
除
斥
期
間
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
同
条
第
一
号
に
依
る
場
合

に
は
、
そ
の
適
用
が
な
く
行
為
の
時
か
ら
二
〇
年
も
し
く
は
破
産
宣
告
後
二
年

間
を
経
過
し
な
い
限
り
否
認
で
き
る
。
も
し
判
例
の
如
く
、
　
一
号
に
よ
つ
て

も
、
本
旨
弁
済
の
否
認
を
な
し
う
る
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
に
、
同
一
の
行
為

（
偏
頗
行
為
）
の
否
認
に
つ
ぎ
七
二
条
一
号
に
依
る
場
合
と
同
条
二
号
に
依
る
場

合
と
は
、
こ
の
よ
う
な
異
な
つ
た
取
扱
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ

　
　
　
　
判
例
．
研
　
究

の
説
明
に
こ
ま
る
で
あ
ろ
う
（
副
托
るの
鶏
ガ
醐
碓
獅
、
巌
諏
繊
獣
翻
晒
瑠
聴
龍
）
。

　
以
上
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
判
例
の
見
解
は
実
定
法
の
予
定
し
て
い
る
構
成

と
は
大
ぎ
く
か
け
は
な
れ
、
実
定
法
の
解
釈
と
し
て
は
好
ま
し
く
な
い
も
の
と

云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
消
極
説
の
見
解
の
方
が
実
定
法
の
構
成
に
は

よ
り
忠
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
、
前
述
の
如
く
充
分
な
実
定
法
的
根
拠
を
備
え
た
消
極
説
か
ら
す
る
強
い
反

対
に
も
拘
ら
ず
、
判
例
は
終
始
一
貫
そ
の
態
度
を
変
え
て
い
な
い
。
そ
れ
の
み

な
ら
ず
、
学
説
の
中
に
は
、
判
例
に
賛
成
を
す
る
有
力
な
立
場
も
あ
る
（
麟
醐
脚

灘
藷
讐
獄
舘
響
聾
藩
髄
驚
穀
本
件
）
．

　
こ
の
様
な
判
例
の
態
度
を
支
え
、
新
賛
成
説
（
古
く
か
ら
あ
る
積
極
説
と
は
、
か

な
り
ニ
ュ
ア
ソ
ス
の
違
う
）
の
根
拠
と
な
つ
て
い
る
も
の
は
、
実
際
的
・
具
体
的

公
正
を
守
る
に
判
例
の
見
解
は
資
す
る
所
が
多
い
と
い
う
判
断
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
即
ち
、
破
産
必
至
の
状
態
に
あ
り
な
が
ら
も
、
い
ま
だ
七
二
条
二
号
に

依
り
否
認
を
な
し
え
な
い
場
合
の
本
旨
弁
済
は
、
消
極
説
に
依
れ
ば
、
何
ら
実

定
法
上
不
公
正
と
か
詐
害
性
と
い
う
評
価
を
下
す
べ
き
も
の
と
は
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
が
、
個
々
具
体
的
な
事
例
に
あ
つ
て
は
、
実
は
特
定
の
債
権
者
に
の
み

完
全
な
る
弁
済
を
得
さ
せ
よ
う
と
云
う
、
は
な
は
だ
好
ま
し
く
な
い
偏
頗
的
意

図
を
以
つ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
実
際
的
観
点
か
ら
は
不
公
正
と
云
う
評
価

を
下
さ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
り
得
る
。
か
よ
う
な
場
合
の
不
公
正
を
正
そ

う
と
い
う
点
に
主
意
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
獅
珊
争
嘱
適
酷
聡
五
）
。

　
こ
の
場
合
の
実
際
的
観
点
か
ら
す
る
不
公
正
と
い
う
評
価
を
生
ぜ
し
め
て
居

る
も
の
は
、
支
払
停
止
と
い
う
破
産
債
務
者
の
主
観
的
な
行
為
を
以
つ
て
危
険

信
号
と
な
し
、
平
等
原
則
が
適
用
さ
る
べ
き
時
期
的
限
界
と
し
て
い
る
実
定
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
一
七
〇
七
）



　
　
　
－
判
　
例
　
研
　
究

の
構
成
が
実
際
的
に
考
え
れ
ば
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
判
断
に
他
な
ら
な
い
．

即
ち
、
支
払
停
止
後
と
支
払
停
止
前
の
一
定
期
間
と
で
は
、
破
産
債
務
者
の
客

観
的
な
財
産
状
態
に
は
大
き
な
違
い
は
な
い
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
に
、
一
つ
の

徴
愚
（
し
か
も
、
そ
れ
は
債
務
者
に
よ
つ
て
あ
る
程
度
表
示
す
る
時
期
を
動
か
す
事

が
可
能
で
あ
る
）
　
の
前
後
に
ょ
つ
て
、
同
じ
性
質
の
行
為
に
対
す
る
法
的
評
価

が
異
な
る
事
を
不
合
理
と
す
る
判
断
で
あ
る
。

　
こ
の
不
合
理
を
解
消
す
る
た
め
に
、
支
払
停
止
に
至
ら
な
い
時
期
で
あ
つ
て

も
、
事
後
的
に
判
断
し
て
、
こ
の
時
に
は
既
に
破
産
債
務
者
は
回
復
不
可
能
の

状
況
に
あ
り
．
破
産
宣
告
に
至
る
事
は
必
至
で
あ
つ
た
と
云
い
得
る
時
期
（
こ

の
時
期
は
破
産
債
務
者
の
財
産
状
態
等
を
事
後
に
客
観
的
に
調
査
し
て
確
定
し
え
な

い
も
の
で
は
な
い
）
　
ま
で
、
平
等
原
則
の
適
用
の
時
期
的
限
界
を
拡
げ
る
事
が

要
請
さ
れ
る
。

　
判
例
賛
成
説
は
こ
の
様
な
要
請
に
応
え
る
為
、
判
例
の
見
解
を
手
段
と
し
て

用
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
て
、
判
例
の
見
解
は
こ
の
要
請
に
応
え
る
に
有
効
で
あ
ろ
う
か
。
判

例
は
「
詐
害
の
悪
意
」
あ
る
事
を
以
つ
て
支
払
停
止
以
前
の
本
旨
弁
済
も
七
二

条
一
号
に
よ
り
否
認
し
得
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
偏
頗
的
な
結
果
の
故
で
は
な

い
と
云
う
　
（
糊
暁
額
繊
瀟
）
。
し
か
し
、
詐
害
の
悪
意
を
あ
く
ま
で
も
心
理
的
な

問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
回
復
の
見
込
な
く
破
産
宣
告
必
至
と

な
つ
た
客
観
的
状
態
の
下
で
、
一
部
の
債
権
者
に
弁
済
し
た
場
合
、
即
ち
、
破

産
債
務
者
自
身
が
置
か
れ
て
い
る
客
観
的
状
態
に
照
し
て
特
定
債
権
者
に
対
す

る
弁
済
が
偏
頗
的
意
図
を
推
認
さ
せ
る
場
合
に
、
詐
害
の
悪
意
を
認
定
し
て
居

る
。
こ
れ
は
破
産
宣
告
必
至
と
な
つ
た
事
が
事
後
的
に
客
観
的
に
明
ら
か
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
（
一
七
〇
八
）

れ
る
時
期
の
認
定
を
詐
害
の
悪
意
の
認
定
の
名
の
下
に
行
な
つ
て
居
る
事
と
云

え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
時
期
に
為
さ
れ
た
弁
済
を
七
二
条
一
号
に
依
り
否
認

す
る
事
を
認
め
る
事
に
よ
り
、
平
等
原
則
の
適
用
の
時
間
的
限
界
を
拡
張
し
た

の
と
同
じ
結
果
を
得
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
か
よ
う
に
し
て
判
例
理
論
は
、
前

述
し
た
実
際
的
要
請
に
実
質
的
に
応
え
て
居
り
、
そ
の
限
度
で
は
有
効
な
解
決

方
法
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
我
々
は
、
判
例
理
論
を
手
段
と
し
て
実
際
的
要
請
に
応
え
る
説
に
は
賛
成

し
が
た
い
。
判
例
賛
成
説
の
真
意
は
平
等
原
則
の
適
用
時
期
を
、
よ
り
弾
力
的

具
体
的
た
ら
し
め
よ
う
と
云
う
に
あ
り
な
が
ら
．
本
来
平
等
原
則
と
は
無
縁
の

一
号
否
認
を
利
用
し
て
居
り
、
従
つ
て
偏
頗
的
結
果
に
よ
る
の
で
は
な
く
詐
害

の
悪
意
に
よ
つ
て
否
認
を
認
め
る
の
で
あ
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
点
で
、
変

則
的
な
解
決
法
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
又
、
判
例
理
論
は
用
い
ら
る
べ
き
手
段
と
し
て
妥
当
で
は
な
い
。
e
一
に
於

て
述
べ
た
如
く
・
実
定
法
の
解
釈
と
し
て
、
七
二
条
一
号
と
二
～
四
号
と
の
関

係
に
つ
い
て
の
判
例
の
見
解
は
、
実
定
法
の
構
成
と
矛
盾
す
る
事
が
明
ら
か
で

あ
る
。
⇔
本
旨
弁
済
は
何
ら
責
任
財
産
の
減
少
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、

（
平
等
原
則
を
前
提
と
し
て
の
み
、
積
極
財
産
を
減
少
せ
し
め
、
分
配
さ
る
べ
き
よ

り
多
く
の
弁
済
を
与
え
る
偏
頗
行
為
と
し
て
詐
害
性
を
持
ち
う
る
も
の
で
あ
る
）

廃
罷
訴
権
に
つ
い
て
の
主
観
主
義
的
な
理
解
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
、
七
二
条

一
号
に
依
つ
て
は
否
認
を
な
し
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
．
廃
罷

訴
権
を
主
観
主
義
的
に
解
す
る
事
は
、
同
一
の
行
為
が
、
そ
れ
を
な
す
人
間
の

詐
害
の
悪
意
と
い
つ
た
主
観
的
要
件
の
如
何
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
果
　
（
又
は
法

的
評
価
）
を
異
に
す
る
事
を
認
め
る
事
で
あ
り
、
近
代
財
産
法
の
要
求
す
る
客



観
性
・
予
見
可
能
性
等
の
性
格
と
は
相
容
れ
な
い
解
釈
と
云
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
㊧
判
例
理
論
は
、
い
ま
だ
危
険
信
号
が
な
く
、
危
機
状
態
に
な
い
時
期
で

あ
つ
て
も
、
弁
済
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
云
う
、
実
定
法
の
要
求
と
は
矛
盾
す

る
行
為
規
範
を
導
く
事
と
な
る
。

　
以
上
の
諸
点
か
ら
、
我
々
は
判
例
及
び
そ
の
賛
成
説
が
意
図
す
る
点
は
正
し

い
方
向
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の
手
段
と
し
て
の
解
釈
論
は
現
行
破
産

法
の
予
定
す
る
秩
序
構
成
を
乱
す
恐
れ
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
我
々
は
、
本
来
要
請
さ
れ
て
い
る
点
、
即
ち
、
平
等
原
則
適
用
の
時
期
的
限

界
を
弾
力
的
た
ら
し
め
、
具
体
的
妥
当
を
図
る
為
に
、
何
故
、
判
例
及
び
そ
の

賛
成
説
が
実
定
法
秩
序
を
無
視
す
る
か
に
見
え
る
解
釈
と
云
う
迂
路
を
経
る
他

な
い
と
す
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
。
本
来
の
目
的
に
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
解
釈

を
何
故
さ
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
我
々
は
、
七
二
条
二
号
以
下
の
平
等

原
則
の
適
用
を
図
る
規
定
に
於
て
、
そ
の
時
期
的
限
界
を
な
し
て
い
る
「
支
払

停
止
」
と
云
う
危
険
信
号
を
弾
力
的
に
解
釈
す
る
事
が
最
も
妥
当
で
あ
り
、
又

正
道
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
危
機
否
認
に
関
す
る
限
り
に
於
て
、
そ
の
行
使
の
時
間
的
限
界
を
画
す
る
に

支
払
停
止
と
云
う
外
部
的
表
示
を
以
つ
て
す
る
事
は
、
余
り
に
慎
重
に
過
ぎ
る

と
思
わ
れ
る
。
本
来
、
危
機
否
認
の
な
し
う
る
時
期
を
画
す
る
要
素
に
要
求
さ

れ
る
の
は
、
証
明
と
し
て
の
容
易
さ
で
は
な
く
、
否
認
権
が
行
使
さ
れ
る
時

に
、
即
ち
、
事
後
的
に
、
こ
こ
ま
で
は
平
等
原
則
に
よ
つ
て
律
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
と
す
る
説
得
力
あ
る
時
期
を
示
す
も
の
で
あ
る
．
そ
し
て
、
事
後
的
に

で
あ
れ
ば
、
客
観
的
財
産
状
態
か
ら
見
て
支
払
停
止
に
至
る
は
必
至
と
な
つ
た

時
期
を
認
め
る
事
は
、
可
能
で
あ
る
。
従
つ
て
、
特
に
平
等
弁
済
の
強
制
を
早

　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

く
か
ら
始
め
る
の
が
妥
当
と
さ
れ
る
事
例
に
あ
つ
て
は
、
破
産
宣
告
必
至
と
な

つ
た
時
期
が
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
程
度
の
証
明
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
時
期

を
以
つ
て
、
支
払
停
止
が
あ
つ
た
の
と
同
視
し
、
そ
れ
と
同
様
に
取
扱
う
事
が

許
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
結
果
と
し
て
も
妥
当
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
解
釈
は
、
故
意
否
認
と
い
う
迂
路
を
採
る
事
に
よ
り
生
ず
る
あ
ら

ゆ
る
矛
盾
を
さ
け
る
事
が
出
来
る
し
、
方
法
と
し
て
、
実
定
法
の
構
成
か
ら
み

て
正
道
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
こ
の
様
な
、
我
々
の
提
案
を
前
提
と
し
て
、
変
則
的
な
結
論
と
は
思
う
が
、

本
件
に
於
て
否
認
を
認
め
た
結
論
に
は
賛
成
す
る
が
．
七
二
条
一
号
に
よ
る
否

認
を
認
め
る
判
旨
の
部
分
に
は
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
乾
・
渡
辺
捏
之
）

昭
四
二
1
2
（
畷
蔑
喋
葎
巻
）

　
上
告
理
由
で
指
摘
さ
れ
た
後
に
ロ
頭
弁
論
調
書
の
作
成
が
許
さ
れ
な
い
と
さ

　
れ
た
事
例

　
　
協
議
離
婚
無
効
確
認
本
訴
離
婚
反
訴
請
求
事
件
（
昭
四
二
・
五
・
二
三
第
三
小

　
　
法
廷
判
決
）

　
　
妻
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
と
夫
Y
（
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）

　
　
と
の
間
の
訴
訟
は
、
X
の
Y
に
対
す
る
協
議
離
婚
無
効
確
認
の
本
訴
と
．
Y
の

　
　
X
の
そ
れ
に
対
す
る
離
婚
の
反
訴
請
求
で
あ
る
が
、
本
件
で
問
題
と
な
つ
て
い

　
　
る
の
は
、
原
判
決
の
実
体
上
の
判
断
の
適
否
で
は
な
く
、
そ
の
判
決
の
言
渡
手

　
　
続
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
に
あ
る
。
ず
な
わ
ち
、
Y
側
の
上
告
理
由
は
、
昭
和

　
　
三
九
年
六
月
一
五
日
に
本
件
記
録
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
原
審
第
八
回
口
頭
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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）



判
例
研
究

論
調
書
（
記
録
一
二
二
丁
）
上
に
、
同
期
日
に
口
頭
弁
論
が
終
結
さ
れ
、
次
回
言

渡
期
日
が
昭
和
三
九
年
三
月
一
二
日
午
後
一
時
と
指
定
・
告
知
さ
れ
た
こ
と
が

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
右
指
定
日
時
に
期
日
が
開
か
れ
た
事
跡
は
記
録
上
見
当

ら
な
い
。
ま
た
、
第
九
回
口
頭
弁
論
期
日
が
昭
和
三
九
年
三
月
三
一
日
午
後
一

時
に
開
か
れ
、
同
期
日
に
原
判
決
の
言
渡
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
同
口
頭
弁
論
調

書
（
記
録
二
二
八
丁
）
に
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
右
昭
和
三
九
年
三
月
三
一
目

午
後
一
時
を
期
日
と
し
て
指
定
し
、
そ
の
告
知
を
し
た
事
跡
は
記
録
上
見
当
ら

な
い
。
し
た
が
つ
て
、
右
期
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
原
判
決
は
、
言
渡
手
続
の
違

法
に
よ
り
破
棄
を
免
れ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
最
高
裁
で
記
録
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
昭
和
三
九
年
三
月
一

二
日
午
後
一
時
に
開
か
れ
た
原
審
第
九
回
口
頭
弁
論
期
日
の
調
書
が
、
記
録
二

四
六
丁
に
編
綴
さ
れ
て
い
て
、
同
調
書
に
は
、
当
期
日
を
延
期
し
次
回
判
決
言

渡
期
目
を
昭
和
三
九
年
三
月
三
一
日
午
後
一
時
と
指
定
、
告
知
す
る
旨
の
記
載

が
あ
り
、
か
つ
、
前
記
原
判
決
言
渡
調
書
（
記
録
二
一
八
丁
）
に
「
第
九
回
口

頭
弁
論
調
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
〇
回
口
頭
弁
論
調
書
」
の
誤
記
に
つ
き
更

正
す
る
旨
の
更
正
調
書
（
記
録
二
四
七
丁
）
が
作
成
、
編
綴
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
調
書
に
は
、
「
昭
和
三
九
年
三
月
一
二
日
午
後
一
時
の
第
九
回
口
頭
弁
論

調
書
（
判
決
言
渡
延
期
）
の
作
成
に
脱
漏
が
あ
つ
た
の
で
、
本
日
こ
れ
を
作

成
し
た
。
昭
和
三
九
年
七
月
二
一
日
」
と
付
記
し
て
裁
判
所
書
記
官
と
裁
判
官

の
各
署
名
捺
印
が
な
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
右
更
正
調
書
の
作
成
が
昭
和
三
九
年
七
月
二
一
日
で
あ
る
と
す
る

と
、
こ
の
更
正
調
書
は
、
Y
側
の
原
判
決
言
渡
手
続
の
違
法
を
指
摘
し
た
上
告

理
由
書
提
出
後
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
、
記
録
上
知
れ
る
こ
と
に
な
る
。

判
旨
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
上
告
理
由
を
容
れ
破
棄
差
戻
と
し
た
。

「
口
頭
弁
論
調
書
は
、
当
該
期
日
ご
と
に
、
か
つ
、
そ
の
期
日
中
に
法
廷
に
お

八
四
　
　
（
一
七
一
〇
）

い
て
作
成
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
事
務
の
都
合
上
そ
の
作
成
が
期

日
後
に
わ
た
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
権
限
あ
る
書
記
官
に
よ
つ
て
法
定
の
形
式

を
具
備
し
て
作
成
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
必
ず
し
も
調
書
と
し
て
の
効
力
を
否
定
す

べ
き
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
口
頭
弁
論
の
方
式
に
関
す
る
規
定
の
遵
守
は

調
書
に
よ
つ
て
の
み
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
民
訴
法
一
四
七
条

の
法
意
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
の
よ
う
に
、
原
審
に
お
け
る
口
頭
弁
論
の
方
式
に

関
す
る
手
続
欠
歓
の
違
法
が
既
に
上
告
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
後
に
お
い
て

は
、
当
該
手
続
に
上
告
理
由
が
指
摘
す
る
よ
う
な
欠
歓
が
な
い
旨
を
証
載
す
る

調
書
を
作
成
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
し
た
が
つ
て
、
そ
の
よ
う
な
形
で
作
成

さ
れ
た
当
該
調
書
に
は
同
法
条
の
効
力
を
認
め
え
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
原
審
に
お
い
て
所
論
判
決
言
渡
期
日
の
指
定
・
告
知
が

あ
つ
た
事
実
は
、
右
昭
和
三
九
年
七
月
二
一
日
作
成
の
口
頭
弁
論
調
書
を
も
つ

て
は
証
明
で
ぎ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
に
右
期
日
の
指
定
・

告
知
が
あ
つ
た
事
実
は
記
録
上
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
原
判
決
は
、
言
渡
期
日

の
指
定
・
告
知
な
く
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
判
決
の
手
続
が
法
律
に

違
背
し
、
民
訴
法
三
九
六
条
、
三
八
七
条
に
よ
り
破
棄
を
免
れ
な
い
も
の
と
い

わ
薄
れ
ぽ
奮
な
い
（
罐
蟄
舗
禦
些
襲
繰
、
一
転
矯
誰
論
一
）
．
」

　
判
旨
に
賛
成
。

　
本
件
に
お
け
る
問
題
点
は
、
第
一
に
、
口
頭
弁
論
調
書
は
、
当
該
期
日
終
了

と
共
に
完
成
さ
せ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
期
日
後
に
作
成
し
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
か
否
か
。
第
二
に
、
も
し
、
何
等
か
の
理
由
で
作
成
が
期
日
後
に
わ
た
つ

て
も
良
し
と
す
る
な
ら
ば
、
一
体
何
時
ま
で
許
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
す
な

わ
ち
そ
の
時
的
限
界
に
つ
い
て
で
あ
る
。
な
お
、
判
決
言
渡
期
日
の
指
定
・
告

知
は
、
口
頭
弁
論
の
方
式
に
関
す
る
記
載
事
項
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
も
あ



る
が
．
こ
こ
で
は
こ
れ
を
し
ば
ら
く
お
く
こ
と
と
し
て
、
右
二
点
に
つ
い
て

考
察
す
る
（
誠
蜥
臓
↑
細
翫
嶽
蹴
ゼ
釦
噸
緋
儲
鋤
妨
斌
渠
欄
灘
謁
襯
縦
日の
鱒
搬
蹴
調
鰭
鱗
漁
口っ
瞭
荊
諦

の
方
式
に
関
す
る
記
載
事
項
で
あ
る
と
す
る
と
、
調
書
以
外
で
は
、
そ
の
指
定
。
告
知
の
有
無
に
つ
い
て

争
い
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
最
高
裁
は
、
判
決
言
渡
期
日
の
指
定
・
告
知
は
　
口
頭
弁
論
の
方
式
に
瀾
す

る
記
載
事
項
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
本
件
判
決
を
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、

上
田
・
民
商
五
七
巻
六
号
・
九
二
七
頁
は
、
言
渡
期
日
の
指
定
や
延
期
は
命
令
で
な
さ
れ
、
そ
れ
は
判
決

物
讐
紘
腰
藻
聾
指
螺
篭
欝
讐
呪
蟹
験
騰
臨
鶴
霧
物
）
．

　
本
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
右
第
一
点
に
つ
ぎ
、
弾
力
あ
る
解
釈
を
し

て
、
「
事
務
の
都
合
上
そ
の
作
成
が
期
日
後
に
わ
た
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
権

限
あ
る
書
記
官
に
ょ
つ
て
法
定
の
形
式
を
具
備
し
て
作
成
さ
れ
る
が
ぎ
り
、
必

ず
し
も
調
書
と
し
で
の
効
力
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
、
ま
た
、
第
二

点
に
つ
い
て
は
、
「
本
件
の
よ
う
に
、
原
審
に
お
け
る
口
頭
弁
論
の
方
式
に
関
す

る
手
続
欠
敏
の
違
法
が
既
に
上
告
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
後
に
お
い
て
は
、

当
該
手
続
に
上
告
理
由
が
指
摘
す
る
よ
う
な
欠
飲
が
な
い
旨
を
記
載
す
る
調
書

を
作
成
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
判
示
し
た
。

　
第
一
点
に
つ
い
て
。
、
民
訴
法
一
四
二
条
に
よ
れ
ば
、
口
頭
弁
論
調
書
は
、
裁

判
所
書
記
官
が
期
日
ご
と
に
作
成
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
旨
を
、
ま
た
、
同
法

一
四
六
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
・
調
書
の
記
載
は
申
立
に
よ
り
法
廷
に
お
い
て
関
係

人
に
読
聞
か
せ
ま
た
は
閲
覧
せ
し
め
る
旨
の
規
定
を
し
て
い
る
。
し
た
が
つ

て
、
こ
れ
ら
の
条
文
に
忠
実
で
あ
る
限
り
、
当
該
期
日
後
に
調
書
を
作
成
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
道
理
で
あ
る
。
昭
和
二
六
年
二
月
二
二
日
の
最
高
裁
の
判

決
に
よ
る
と
、
「
口
頭
弁
論
に
お
け
る
証
人
尋
問
調
書
の
適
式
な
作
成
を
そ
の

弁
論
終
了
と
同
時
に
完
了
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
論
旨
は
独
自
の

見
解
で
と
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
民
訴
一
四
六
条
に
徴
し
て
も
明
ら

か
奎
こ
ろ
で
砦
」
（
稜
賊
避
羅
豊
ヂ
潮
顯
騒
燗
籔
適
豪
楼
獣

　
　
　
判
　
例
研
究

讃
濁
覗
乱
ゼ
尼
勲
釧
瞭
民
）
と
し
て
条
文
ど
お
り
厳
格
に
解
し
て
い
る
。
学
説
も
通
説

は
、
一
四
六
条
が
、
調
書
は
口
頭
弁
論
終
了
と
同
時
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
、
と
の
前
提
か
ら
、
調
書
は
当
該
期
日
終
了
ま
で
に
作
成
す

る
こ
と
を
要
す
る
と
し
て
い
る
（
酬
講
鞍
購
諏
継
豊
一
麺
ド
頚
審
蟄
冠
一
一
癌
ど
○
）
。

確
か
に
、
記
憶
が
時
の
流
れ
と
共
に
薄
れ
て
い
く
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
し
、

単
に
薄
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
か
え
つ
て
誤
つ
た
考
え
が
入
り
込
ん
で
こ
な
い

と
も
限
ら
な
い
。
一
四
七
条
に
よ
れ
ば
、
口
頭
弁
論
の
方
式
に
関
す
る
規
定
の

遵
守
は
調
書
に
よ
つ
て
の
み
証
明
さ
れ
る
旨
規
定
し
、
調
書
に
絶
対
的
な
証
拠

力
を
認
め
て
い
る
か
ら
、
調
書
は
正
確
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実

に
忠
実
な
正
し
い
口
頭
弁
論
調
書
作
成
の
た
め
に
は
、
期
日
終
了
と
共
に
完
成

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。
そ
れ
故
内
理
論
的
に
は
、
調
書
は
期
日
終
了
ま
で

に
作
成
せ
よ
と
い
う
の
が
正
し
い
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
務
上
、
期
日
終
了
ま
で
に
調
書
を
作
成
す
る
こ
と
は
、

事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
常
に
期
日
後
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
あ
る
と
い
う
（
揃
凝
酔
嘱
噂
蜥
訟
酷
嫌
煉
弾
輻
鷺
鑓
黎
駈
一
面
瀬
鮮
舗
翻
州
謝
輿
パ
照
堺

函
甜
一
舗
醐
）
。
こ
の
こ
と
が
事
実
で
あ
る
以
上
、
期
日
後
の
作
成
を
す
べ
て
違

法
で
あ
る
と
し
て
、
調
書
の
効
力
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
か
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
原
則
は
、
期
日
終
了
ま
で
に
作
成
す
る
に
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ

れ
が
事
実
上
実
現
し
え
な
い
以
上
、
不
可
能
を
強
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
点
か
ら
、
一
四
六
条
は
、
期
日
終
了
ま
で
に
作
成
す
べ
き
旨
の
訓
示
規
定

を
包
含
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
は
な
い
か
と
の
見
解
が
で
て
く
る
の
も
，

も
つ
と
も
な
こ
と
霧
る
（
韓
醸
疇
警
鵠
景
懸
“
鱈
叢
赫
鮒
蕪
瑞
癖

と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
訓
示
規
定
を
包
含
す
る
と
い
う
見
解
に
よ
る
と
、
遅
滞
な
く

ー
そ
の
限
界
は
聞
題
で
あ
る
が
ー
作
成
せ
よ
と
の
点
は
効
力
規
定
で
あ
る
と
解
し
、
期
日
中
に
と
い
う
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
（
一
七
一
一
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

麹
測
赫
嘲
確
頻
鵬
泌
空
解
）
。
成
程
、
不
可
能
を
強
い
て
も
事
実
上
実
現
し
得
な
い
か

ら
、
有
名
無
実
の
規
定
と
な
る
よ
り
、
む
し
ろ
、
一
四
六
条
は
、
訓
示
規
定
を

も
包
含
す
る
と
解
す
る
方
が
い
い
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
本
判
旨
は
、
一

四
六
条
は
訓
示
規
定
を
包
含
す
る
と
は
解
さ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
判
旨

は
、
期
日
後
の
作
成
が
常
に
有
効
で
あ
る
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
．
当
該
期
日
ご
と
に
、
か
つ
、
そ
の
期
間
中
に
法
廷
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る

の
が
原
則
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
り
、
正
当
で
あ
る
。
調
書
を
期
日
終
了
ま
で

に
作
成
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
以
上
、
こ
の
事
実
を
素
直
に
認
め
て
、
作

成
が
期
日
後
に
わ
た
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
事
務
の
都
合
上
い
た
し
か
た
の
な

い
場
合
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
、
遅
滞
な
く
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
い
う
制
限
を
加

え
て
、
こ
れ
を
許
す
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
晴
曙
紳
哺
幌
脚
妬
に
⑳
頗
贈
ど
摺
確
憶
凝
切
醐

い
な
が
ら
、
実
際
上
は
困
難
な
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
期
日
後
遅
滞
な
く
作
成
せ
ら
る
る
を
通
常
と
す
る
、

と
し
て
い
る
。
三
ヶ
月
・
民
訴
法
・
三
七
八
頁
も
、
無
理
な
解
釈
を
す
る
よ
り
も
、
口
頭
弁
論
調
書
の
目

的
に
照
し
て
次
回
期
日
ま
で
に
作
成
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本

件
評
釈
、
斉
藤
・
判
例
評
論
・
一
〇
八
号
一
ニ
ハ
頁
、
上
田
・
前
掲
・
九
二
二
頁
、
林
・
法
協
・
八
五
巻

蔽
鶴
靴
比
石
順
魏
罰
旨
）
。
も
ち
ろ
ん
、
現
状
と
し
て
は
や
む
を
え
な
い
と
い
う
も

の
で
あ
つ
て
、
当
然
に
右
の
如
く
解
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
実
務
の
要
請
に

こ
た
え
た
、
結
果
の
妥
当
性
を
重
ん
じ
る
、
単
に
便
宜
的
な
見
解
に
す
ぎ
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
実
務
の
方
で
期
日
終
了
ま
で

に
作
成
す
る
こ
と
の
可
能
な
事
情
が
あ
れ
ば
．
そ
れ
ま
で
眠
つ
て
い
た
規
定
ば

有
効
に
働
ぎ
．
期
日
中
に
作
成
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
調
書

は
効
力
を
生
じ
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
点
に
つ
い
て
。
期
日
後
に
作
成
し
て
も
良
い
と
す
る
と
、
次
に
問
題
と

な
る
の
は
、
一
体
何
時
ま
で
有
効
に
調
書
を
作
成
し
う
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
期
日
後
遅
滞
な
く
作
成
す
べ
き
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
果
し
て
、

八
六
　
　
（
一
七
輔
二
）

何
時
ま
で
が
「
遅
滞
な
く
」
か
明
確
で
は
な
い
。
も
つ
と
も
、
遅
滞
の
な
い
時

期
に
つ
い
て
は
、
個
々
具
体
的
な
場
合
に
よ
つ
て
異
る
で
あ
ろ
う
が
、
期
日
の

終
了
ま
で
に
作
成
さ
れ
る
ご
と
が
原
則
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
の
は
、
記
憶

の
新
し
い
う
ち
に
作
成
し
、
調
書
の
正
確
を
期
す
た
め
で
あ
る
か
ら
、
な
る
べ

く
早
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
旧
法
関
係
の
判
例
で
は
あ
る
が
、
調
書
を
期

日
ご
と
に
作
成
し
な
く
て
も
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
限
り
、
判
決
破
棄

の
理
聖
窪
髪
い
、
と
す
る
も
の
が
あ
る
註
躍
鯛
譜
旭
歎
謬
九
）
．
そ

の
後
、
一
本
判
例
ま
で
、
旧
法
関
係
の
も
の
と
し
て
、
調
書
の
整
理
は
法
廷
で
即

座
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
と
す
る
判
例
（
依
欄
臣
昭
諦
鰍
』
碑
駈
唄

醍
嫡
に
坑
○
）
は
あ
る
が
、
有
効
に
調
書
を
作
成
し
う
る
時
期
を
示
し
た
最
高
裁

の
判
例
は
な
い
（
囎
凱
ガ
嘔
磁
齢
荊
嘲
銑
飢
諏
副
割
噸
算
轍
糊
鯛
轍
詠
酢
餓
鰹
融
勲
陶
頓
塀
蝋
隔
曙

終
了
す
る
ま
で
の
間
に
法
廷
に
お
い
て
作
成
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
事
務
の
都
合
上
そ
の
作
成
が
期

日
後
に
亘
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
法
廷
の
形
式
を
備
え
る
限
り
、
調
書
と
し
て
の
効
力
に
欠
け
る
と
こ
ろ

魂
欝
蒐
鶴
規
齢
鵬
灘
輔
病
徽
彰
鷺
欄
．
顕
騨
繭
誰
羽
）
．
し
か
し
、

学
説
で
は
、
三
ヶ
月
教
授
が
、
次
回
期
日
ま
で
に
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
も
困
難

で
あ
る
な
ら
判
決
言
渡
ま
で
に
作
成
す
れ
ば
よ
い
と
の
具
体
例
を
出
さ
れ
て
い

る
（
根
漸
怯
時
賎
靴
鵠
頗
ガ
漁
轡
一
珊
獣
鹸
蔀
ガ
暢
厨
鋤
謝
襯
礁
悌
）
。
本
判
決
で
は
、
原
審
に

お
け
る
口
頭
弁
論
の
方
式
に
関
す
る
手
続
欠
敏
の
違
法
が
上
告
理
由
中
で
指
摘

さ
れ
た
後
に
は
、
上
告
理
由
で
指
摘
さ
れ
た
欠
歓
が
な
い
旨
を
記
載
す
る
調
書

を
作
成
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
し
た
。
こ
れ
は
、
一
四
七
条
が
、
調
書

に
絶
対
的
証
拠
力
を
認
め
て
い
る
点
か
ら
も
、
当
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
手
続

欠
鉄
の
違
法
淋
指
摘
さ
れ
て
か
ら
、
書
ぐ
の
を
忘
れ
て
い
た
、
間
違
つ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
、
今
か
ら
作
成
訂
正
し
て
お
く
と
い
う
の
で
は
、
あ
ま
り
に
も

軽
々
し
く
、
裁
判
の
威
信
が
保
て
な
い
．
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
欠
点
を
指
摘



さ
れ
た
後
、
こ
れ
を
補
充
す
る
調
書
に
効
力
あ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
実
際
に
は

な
か
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
こ
と
に
す
る
危
険
、
書
記
官
の
恣
意
を
認
め
る
危
険

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
書
記
官
の
調
書
作
成
の
任
務
は
、

「
調
書
作
成
者
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
用
が
基
盤
と
な
つ
て
い
る
制
度
」
（
鞍
離
蜘

瑚
捌
翻
撒
影
犠
糟
塒
購
）
謄
あ
る
か
ら
、
．
こ
れ
を
裏
切
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
こ
の
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
に
違
い
な
い

か
ら
、
そ
の
よ
う
な
恐
れ
は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
危
険
は

皆
無
で
は
な
い
。
裁
判
へ
の
不
信
感
を
招
来
さ
せ
な
い
と
の
点
か
ら
、
最
高
裁

の
見
解
は
正
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
で
有
効
に
調
書
を
作
成
し
う
る

時
的
限
界
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
判
旨
は
、
口
頭

弁
論
の
方
式
に
関
す
る
手
続
欠
飲
の
違
法
が
上
告
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
後

に
は
、
そ
れ
が
な
い
旨
を
記
載
す
る
調
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と

し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
上
告
理
由
で
指
摘
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は

こ
の
限
り
で
は
な
い
と
解
さ
れ
よ
う
し
、
ま
た
、
逆
に
、
上
告
理
由
と
し
て
指

摘
さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
も
、
調
書
作
成
が
許
さ
れ
な
い
と
す
る
理
論
構
成
も

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
本
判
決
は
、
消
極
的
な
が
ら
一
つ
の

時
的
限
界
を
示
し
た
最
初
の
最
高
裁
判
例
と
し
ズ
価
値
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栂
　
善
　
夫
）

昭
四
二
1
3
（
馨
蓬
一
毒
）

　
調
停
調
書
の
更
正
決
定
が
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例

　
　
家
屋
明
渡
請
求
事
件
（
昭
四
二
・
七
二
二
第
二
小
法
廷
判
決
）

　
　
原
告
X
　
（
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
が
被
告
Y
　
（
挫
訴
人
・
被
上
告
人
）

判
　
例
　
研
　
究

に
対

し
、
本
件
建
物
所
有
権
に
も
と
づ
く
防
害
排
除
請
求
と
し
て
そ
の
明
渡
を
求

め
、
さ
ら
に
、
不
法
占
拠
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
の
が
本
訴
で
あ

る
。
要
旨
に
関
係
あ
る
事
実
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
X
の
右
請
求
に
対
し
Y

は
次
の
通
り
抗
弁
し
た
。
訴
外
A
（
賃
借
人
）
は
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
踊
日

訴
外
B
（
賃
貸
人
で
当
時
本
件
建
物
所
有
者
）
か
ら
右
建
物
を
賃
借
し
、
同
二

九
年
二
月
五
肩
B
の
承
諾
の
も
と
右
建
物
を
Y
に
転
貸
し
同
日
そ
の
引
渡
を
し

た
。
し
か
る
に
、
X
は
、
右
賃
貸
借
の
成
立
後
同
三
二
年
一
二
月
一
四
日
B
よ

り
右
建
物
所
有
権
を
取
得
し
（
札
幌
地
裁
室
蘭
支
部
伺
三
二
年
（
ノ
）
二
〇
〇
号

調
停
調
書
記
載
の
調
停
条
項
の
合
意
に
よ
り
所
有
権
を
取
得
）
、
同
年
一
二
月

一
六
日
所
有
権
移
転
登
記
を
経
由
し
た
。
よ
つ
て
、
Y
は
、
借
家
法
一
条
一
項

に
よ
り
、
前
記
転
借
権
を
も
つ
て
X
に
対
抗
し
5
る
、
と
。
X
は
こ
れ
に
対

し
次
の
通
り
主
張
し
た
。
X
は
B
か
ら
本
件
建
物
所
有
権
を
取
得
し
た
の
で
は

な
く
、
「
訴
外
C
が
B
か
ら
本
件
建
物
に
対
す
る
売
買
予
約
を
原
因
と
す
る
所

有
権
移
転
請
求
権
保
全
仮
登
記
（
右
仮
登
記
は
同
二
七
年
四
月
二
〇
日
す
な
わ

ち
前
記
賃
貸
借
の
成
立
以
前
に
な
さ
れ
て
い
る
）
の
本
登
記
を
受
け
た
後
、
右

本
登
記
上
の
権
利
を
訴
外
D
を
経
て
取
得
し
た
。
」
前
記
調
停
調
書
に
は
、
B

か
ら
X
に
本
件
建
物
に
つ
ぎ
所
有
権
移
転
登
記
を
す
る
旨
の
調
停
条
項
（
Y
主

張
の
条
項
で
旧
条
項
）
が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
同
三
三
年
二
月
二
〇
日
、
右

旧
条
項
は
更
正
決
定
に
よ
り
前
記
X
主
張
通
り
の
内
容
の
新
条
項
に
訂
正
さ
れ

た
。
C
は
旧
条
項
に
よ
り
な
さ
れ
た
B
か
ら
X
へ
の
移
転
登
記
抹
消
後
新
条
項

に
基
づ
き
、
同
三
三
年
二
月
二
一
日
前
記
仮
登
記
の
本
登
記
を
う
け
、
さ
ら
に

同
年
三
月
一
日
中
間
省
略
登
記
の
方
法
に
よ
り
C
か
ら
X
に
所
有
権
移
転
登
記

が
な
さ
れ
た
。
し
た
が
つ
て
、
Y
は
前
記
転
借
権
を
X
に
対
抗
で
き
な
い
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
Y
は
、
X
主
張
の
更
正
決
定
は
無
効
で
あ
り
新

条
項
は
効
力
を
生
じ
な
い
等
と
争
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
　
（
一
七
＝
二
）



判
　
例
　
研
　
究

第
一
審
に
お
い
て
は
、
本
件
更
正
決
定
は
違
法
で
あ
る
が
、
確
定
し
た
以
上
無

効
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
、
Y
か
ら
の
抗
弁
を
排
斥
し
X
の
請
求
を

認
容
し
た
。
こ
れ
に
反
し
て
原
審
で
あ
る
控
訴
審
は
以
下
の
ご
と
く
判
断
し

た
。
旧
条
項
の
成
立
す
る
に
い
た
つ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
，
B
か
ら
X
へ
の
移
転

登
記
と
い
う
方
法
は
、
登
録
税
節
約
等
の
た
め
、
関
係
者
が
特
に
意
識
し
て
な

し
た
意
思
表
示
の
合
致
に
よ
り
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
定
し
、
し
た
が
つ

て
、
合
意
の
内
容
に
つ
い
て
真
意
と
表
示
の
間
に
翻
蠕
が
あ
る
と
は
い
え
な

い
。
か
か
る
場
合
旧
条
項
を
新
条
項
に
訂
正
す
る
旨
の
更
生
決
定
は
、
民
訴
法

一
九
四
条
の
拡
張
的
解
釈
運
用
の
許
さ
れ
る
限
界
を
遠
く
越
え
た
違
法
無
効
の

も
の
と
い
う
べ
く
、
そ
の
他
の
形
式
的
瑠
疵
に
つ
い
て
の
主
張
を
判
断
す
る
ま

で
も
な
く
、
た
と
え
確
定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
更
正
の
内
容
に
即
し
た

効
力
を
発
生
せ
し
め
る
こ
と
を
得
な
い
と
し
、
新
条
項
は
効
力
を
生
じ
え
な
い

と
判
断
し
て
Y
か
ら
の
転
借
権
に
関
す
る
抗
弁
を
採
用
し
、
X
の
請
求
を
棄
却

し
た
の
で
あ
る
。
X
上
告
。

上
告
理
由
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
一
、
調
停
調
書
の
記
載
内
容
が
現
実
に

関
係
人
の
間
で
成
立
し
た
合
意
の
意
図
を
適
切
に
表
現
し
て
い
な
け
れ
ぽ
、
そ

の
意
図
を
適
切
に
表
現
す
る
よ
う
更
正
決
定
が
許
さ
れ
る
。
調
書
の
内
容
が
関

係
人
の
合
意
を
最
も
適
切
に
表
現
し
て
い
る
か
否
か
は
、
調
停
に
顕
わ
れ
た
資

料
に
も
と
づ
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
原
審
の
認
定
し

た
事
実
を
前
提
と
し
て
合
理
的
に
推
論
す
れ
ぽ
、
関
係
人
間
の
合
意
の
本
旨

は
．
本
件
建
物
所
有
権
が
B
、
C
一
D
、
X
と
移
転
し
、
各
前
者
か
ら
各
後
者
に

対
す
る
移
転
登
記
手
続
を
す
る
義
務
を
認
め
な
が
ら
、
便
宜
上
登
録
税
等
節
約

等
の
た
め
中
間
を
省
略
し
て
も
よ
い
と
い
う
に
あ
つ
た
が
、
関
係
人
は
便
法
で

も
つ
て
A
に
も
対
抗
で
ぎ
全
て
が
解
決
さ
れ
る
と
誤
解
し
、
誤
つ
た
内
容
を
陳

述
し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
本
件
更
正
決
定
は
そ
の
点
を
明
確

八
八
　
　
（
一
七
一
四
）

に
補
充
訂
正
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
正
し
く
民
訴
法
一
九
四
条
が
準
用
さ

れ
て
も
よ
い
場
合
で
あ
り
、
現
在
の
実
務
の
取
扱
い
に
反
す
る
こ
と
も
な
い
。

原
判
決
は
同
条
の
解
釈
を
誤
つ
た
も
の
で
あ
る
。
二
、
重
要
な
判
断
を
内
容
と

す
る
裁
判
は
、
こ
れ
に
対
し
て
不
服
申
立
を
許
す
と
と
も
に
、
不
服
申
立
の
方

法
が
最
終
的
に
終
了
す
れ
ば
、
形
式
的
に
確
定
し
た
裁
判
と
し
て
内
容
に
も
確

定
力
が
生
じ
、
他
の
裁
判
で
も
そ
の
判
断
内
容
を
無
視
で
き
な
く
な
る
。
し
か

る
に
原
判
決
は
、
本
件
更
生
決
定
は
民
訴
法
一
九
四
条
の
限
界
を
越
え
た
違
法

無
効
の
も
の
と
し
て
、
た
と
え
確
定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
更
生
の
内
容

に
即
し
た
効
力
を
発
生
せ
し
め
る
こ
と
を
得
な
い
と
判
示
し
た
。
こ
れ
は
訴
訟

法
の
大
原
則
を
理
解
し
な
い
暴
論
で
あ
る
。
三
、
更
正
決
定
は
職
権
に
よ
り
又

は
一
方
当
事
者
の
申
立
の
み
に
よ
つ
て
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
双
方
の

申
立
に
よ
る
場
合
に
は
誤
謬
の
明
白
性
が
よ
り
担
保
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

こ
れ
に
対
し
本
件
判
決
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
原
審
の
挙
示
す
る
証
拠

に
よ
れ
ば
、
本
件
調
停
調
書
・
更
正
決
定
お
よ
び
原
判
示
の
各
登
記
の
な
さ
れ

る
に
い
た
つ
た
経
緯
に
関
す
る
原
審
の
認
定
は
、
こ
れ
を
是
認
す
る
こ
と
が
で

ぎ
る
。
右
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
調
停
調
書
（
更
正
決
定
前
の
旧
条
項
に
よ

る
甲
一
号
証
の
一
）
の
「
訴
外
B
か
ら
上
告
人
に
本
件
建
物
所
有
権
を
移
転
す

る
」
旨
の
記
載
は
、
原
判
示
の
経
緯
の
も
と
に
登
録
税
節
約
等
の
た
め
契
約
当

事
者
に
よ
つ
て
特
に
意
識
し
て
な
さ
れ
た
意
思
表
示
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
か
か
る
意
思
表
示
の
合
致
と
し
て
確
定
さ
れ
調
停
調
書
に
記
載
さ
れ
た

も
の
と
認
め
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
右
の
旧
条
項
を
甲
一
号
証
の
二

の
新
条
項
（
更
正
決
定
）
の
よ
う
に
「
B
は
C
に
仮
登
記
の
本
登
記
を
な
し
、

C
は
D
を
経
て
上
告
人
に
本
件
建
物
所
有
権
を
移
転
す
る
、
そ
し
て
登
記
は
中

問
省
略
に
よ
り
C
か
ら
上
告
入
宛
に
す
る
」
旨
訂
正
す
る
こ
と
は
、
民
訴
法
一



九
四
条
の
全
く
予
定
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
右
の
更
正
決
定
は
確
定
し

て
も
効
力
を
生
じ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
更
正
決
定
は

調
停
調
書
の
記
載
内
容
の
同
一
性
を
阻
害
す
る
こ
と
な
く
表
現
上
の
蝦
疵
を
訂

正
す
る
こ
と
を
制
度
上
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ち
、
本
件
に
お
け
る

旧
条
項
（
甲
第
一
号
証
の
一
）
と
新
条
項
（
同
号
証
の
二
）
と
は
、
権
利
移
転

の
経
緯
お
よ
び
態
様
に
お
い
て
本
質
的
に
異
な
り
到
底
同
一
性
を
認
め
え
な
い

も
の
で
あ
る
か
ら
、
旧
条
項
を
新
条
項
に
訂
正
す
る
ご
と
き
は
、
旧
条
項
の
実

質
的
内
容
を
変
更
す
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
判
旨
に
部
分
的
に
賛
成
。

聞
　
判
決
更
正
の
理
論
が
調
停
調
書
の
更
正
に
も
類
推
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は

問
題
が
な
か
ろ
う
（
雛
蘇
鄙
藤
灘
嘆
騰
璽
欝
娯
響
輩
応
講
法
）
．
判

決
更
正
の
要
件
と
し
て
、
一
、
判
決
に
違
算
・
書
損
そ
の
他
表
現
上
の
明
白
な

誤
謬
が
あ
る
こ
と
、
二
、
誤
謬
は
判
決
書
及
び
そ
れ
に
表
示
さ
れ
た
全
資
料
か

ら
明
白
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、
当
事
者
の
氏
名
変

更
・
目
的
不
動
産
の
町
名
地
番
変
更
が
あ
つ
た
場
合
、
上
記
以
外
の
新
資
料
に

よ
る
更
正
を
認
め
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
（
喉
講
礁
座
即
藷
灘
甑
r
曙
切
麹
決
）
。
因
み

に
、
氏
名
変
更
の
場
合
は
、
本
来
は
判
決
の
更
正
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
が
．
給

付
判
決
の
場
合
は
当
事
者
の
承
継
は
な
い
が
承
継
に
準
じ
て
承
継
執
行
文
の
付

与
を
通
じ
て
同
じ
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
別
訴
を

要
求
す
る
の
は
迂
遠
で
あ
ろ
う
（
珈
林
翻
、
躰
榊
覗
癬
眼
商
）
　
（
魚
胎
辮
硬
亜
知
鱒
雌
に
あ
細

罫
購
艦
鵠
潅
簸
編
馴
揃
謬
結
羅
闘
訥
講
膳
趨
驕
囎
）
．

　
右
の
要
件
と
の
関
係
で
本
件
の
場
合
旧
条
項
か
ち
新
条
項
へ
の
更
正
は
許
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
訴
外
B
か
ら
X
に
所
有
権
の
移
転
す
る
』
と
の
合
意
を

判
　
例
　
研
　
究

「
B
は
C
に
本
登
記
を
し
．
C
は
D
を
経
て
X
に
所
有
権
を
移
転
す
る
」
と
の

表
現
に
変
更
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
合
意
内
容
の
変
更
で
あ
つ
て
、
更
正
の
限

度
を
越
え
る
。
旧
条
項
作
成
に
関
し
登
録
税
節
約
の
た
め
B
か
ら
X
へ
の
所
有

権
移
転
が
合
意
さ
れ
た
。
B
か
ら
X
へ
の
所
有
権
移
転
の
合
意
の
表
現
に
つ
い

て
は
調
書
の
全
体
か
ら
み
て
、
実
は
新
条
項
の
ご
と
き
表
現
を
と
る
べ
き
で
あ

つ
た
と
い
う
意
味
で
の
誤
謬
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
原
審
が
登
録
税
節
約
の
た

め
旧
条
項
が
合
意
さ
れ
、
こ
の
A
呈
忌
が
正
確
に
表
現
さ
れ
表
現
上
の
誤
謬
な
し

と
し
た
の
は
正
当
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
る
。
仮
り
に
旧
条
項
を
合
意
す
る
に

あ
た
り
動
機
の
錯
誤
が
存
す
る
が
ゆ
え
に
新
条
項
に
更
正
す
る
と
の
B
X
間
の

合
意
が
新
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
更
正
に
必
要
な
新
資

料
に
は
該
当
し
な
い
。
蓋
し
更
正
の
根
拠
に
な
る
判
決
書
並
び
に
そ
れ
に
表
示

さ
れ
た
全
資
料
以
外
の
新
資
料
と
は
、
前
掲
せ
る
ご
と
く
氏
名
変
更
あ
る
い
は

町
名
地
番
変
更
の
際
に
要
求
さ
れ
る
新
資
料
の
ご
と
く
極
め
て
形
式
的
な
も
の

に
限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
判
決
は
、
そ
の
後
段
に
お
い
て
、
更
正
決
定
が
調
停
調
書
の

「
記
載
内
容
の
同
一
性
を
阻
害
す
る
こ
と
な
く
」
表
現
上
の
蝦
疵
を
訂
正
す
る

こ
と
を
制
度
上
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
本
件
に
お
け
る
旧
条
項
と

新
条
項
と
は
、
権
利
移
転
の
経
緯
お
よ
び
態
様
に
お
“
て
本
質
的
に
異
な
り
到

底
同
一
性
を
認
め
え
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
旧
条
項
を
新
条
項
に
訂
正
す
る

が
ご
と
き
は
、
旧
条
項
の
実
質
的
内
容
を
変
更
す
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
説

く
。
こ
れ
に
対
し
山
木
戸
教
授
は
反
対
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
表
現
上
の
誤
謬

の
訂
正
補
充
で
あ
る
以
上
は
、
更
正
の
結
果
記
載
内
容
が
正
反
対
又
は
全
く
別

個
の
も
の
に
な
る
よ
う
な
更
正
も
許
さ
れ
る
。
本
判
決
の
上
記
説
示
は
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
（
一
七
一
五
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

件
更
正
決
定
が
民
訴
法
一
九
四
条
の
適
冊
を
誤
つ
た
も
の
で
あ
り
．
こ
の
更

正
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
の
理
由
の
説
明
と
し
て
は
、
賛
成
で
ぎ
な
い
、
と
さ
れ

る
　
（
蜘
諌
炉
『
論
）
。
本
判
決
に
い
わ
ゆ
る
「
記
載
内
容
の
同
一
性
を
阻
害
す
る

こ
と
な
く
」
と
は
、
表
現
上
の
誤
謬
の
訂
正
補
充
に
よ
る
更
正
の
結
果
主
文
の

表
示
が
正
反
対
に
な
る
場
合
を
も
含
む
、
す
な
わ
ち
か
か
る
場
合
で
あ
つ
て
も

判
決
を
全
体
と
し
て
み
れ
ば
記
載
内
容
の
同
一
性
を
阻
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
と
み
ら
れ
る
、
と
解
す
る
な
ら
ば
、
本
判
決
の
立
場
を
あ
え
て
非
難
す
る

に
あ
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
「
記
載
内
容
の
同
一

性
の
阻
害
」
を
主
文
更
正
の
結
果
判
決
が
正
反
対
に
な
る
場
合
を
含
む
と
し
て

狭
く
解
す
る
な
ら
ば
、
山
木
戸
教
授
の
批
判
も
ま
た
正
当
で
あ
ろ
う
。

　
竹
下
教
授
も
ま
た
、
山
木
戸
教
授
と
は
反
対
に
、
「
判
旨
は
、
お
よ
そ
更
正
決

定
が
許
さ
れ
る
の
は
、
判
決
ま
た
は
調
書
の
記
載
が
誤
り
で
あ
る
か
否
か
と
は

無
関
係
に
、
更
正
の
前
後
で
新
旧
記
載
内
容
が
同
一
性
を
有
す
る
場
合
に
限
ら

れ
る
と
す
る
趣
旨
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
も
し
、
そ
う
で
な
い
と
す
る
な

ら
、
判
旨
は
、
判
決
あ
る
い
は
調
書
の
記
載
自
体
か
ら
で
は
な
く
訴
訟
の
全
資

料
か
ら
誤
謬
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
も
更
正
が
許
さ
れ
る
と
し
て
来

を
嚢
で
の
判
珂
多
叢
の
立
場
を
変
更
す
る
結
果
髪
ろ
き
（
蹄
碧
）

と
さ
れ
る
。
賛
成
で
あ
る
。

　
本
件
と
は
無
関
係
で
は
あ
る
が
因
み
に
附
言
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
計
算
違
い

で
主
文
に
本
来
は
百
万
円
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
九
〇
万
円
と
書
い
た
場
合
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
右
計
算
違
い
が
明
白
な
も
の
で
あ
る
限
り
主
文
を
更
正
す

べ
き
で
あ
つ
て
、
裁
判
の
脱
漏
と
み
る
べ
き
で
は
な
く
、
し
た
が
つ
て
追
加
判

決
を
以
て
一
〇
万
円
の
給
付
を
命
ず
べ
き
で
は
な
い
。
判
決
は
全
体
と
し
て
み

九
〇
　
　
（
輔
七
一
六
）

れ
ぽ
百
万
円
の
請
求
全
部
に
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
　
次
に
本
判
決
は
調
停
調
書
の
条
項
の
実
質
的
内
容
を
変
更
す
る
更
正
決
定

は
確
定
し
て
も
そ
れ
億
民
訴
法
一
九
四
条
の
全
く
予
定
し
て
い
な
い
も
の
で
あ

り
無
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
決
定
は
裁
判
で
あ
り
裁
判
に
当
然
無
効
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
判
決
は
、
例
外
的
に
こ
れ
を
無
効
と
す
る
原
因
と
し

て
、
民
訴
法
一
九
四
条
が
か
よ
う
な
更
正
を
全
く
予
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
挙

げ
る
。
山
木
戸
教
授
は
そ
の
理
由
を
さ
ら
に
推
測
さ
れ
、
「
お
そ
ら
く
、
判
決

は
必
要
的
口
頭
弁
論
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る
裁
判
で
あ
り
、
成
立
し
た
調
停
，

も
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
か
ら
、
決
定
手
続
に
よ
つ
て
簡
易
に
な

さ
れ
る
更
正
決
定
に
そ
の
実
質
を
変
更
す
る
効
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
と
い
う
見
解
で
は
あ
る
ま
い
か
（
環
加
巻
述
謄
鋼
映
略
蹴
恥
継
贈
謝
巌
）
と
さ
れ
る

（
勘
諏
炉
四
賄
）
。
山
木
戸
教
授
は
有
効
説
を
と
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
（
揃
瑚
駕
）
、

私
も
ま
た
こ
の
種
の
更
正
決
定
の
効
力
に
つ
い
て
も
有
効
説
を
と
り
た
い
と
思

う
。
換
言
す
れ
ぽ
決
定
と
い
う
裁
判
に
当
然
無
効
は
な
い
と
い
う
理
論
を
貫
ぬ

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
来
違
法
乃
至
不
適
法
な
裁
判
は
許
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
右
裁
判
が
確
定
す
る
以
上
当
然
無
効
に
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
と
同
様
に
た
と
え
こ
の
種
の
更
正
決
定
が
民
訴
法
一
九
四
条
の
全
く
予
定

し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
つ
ま
り
訴
訟
法
上
不
適
法
な
も
の
で
あ

る
と
し
て
も
、
確
定
す
れ
ば
当
然
無
効
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
内
容
が
支
離

滅
裂
で
意
味
を
な
さ
な
い
と
か
、
離
婚
後
の
離
婚
判
決
の
よ
う
に
そ
の
内
容
的

効
力
発
生
の
余
地
が
な
い
と
い
う
意
味
で
無
効
な
場
合
で
も
な
い
。
も
つ
と
も

か
よ
う
に
解
し
更
正
を
有
効
と
認
め
る
と
、
Y
は
反
射
的
に
不
利
益
を
う
け

る
。
こ
の
不
利
益
は
い
か
に
し
て
救
済
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
更
正
決
定
の
効



力
は
X
B
間
に
お
よ
び
X
Y
間
に
及
ば
な
い
。
そ
こ
で
、
Y
は
昭
和
三
三
年
二

月
一
二
日
の
C
の
本
登
記
、
同
年
三
月
一
日
の
C
か
ら
X
に
対
す
る
中
間
省
略

の
移
転
登
記
の
効
力
を
否
定
し
、
X
に
対
し
そ
の
転
借
権
を
主
張
す
れ
ば
よ
い

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
意
味
で
は
判
旨
に
反
対
す
る
（
礁
鰍
膿
燵
雛
飢
硬
旺
融
綻
鶉

鷺
騙
誘
祓
雛
諏
穫
編
）
．

三
　
本
件
更
正
決
定
は
調
停
調
書
に
つ
き
民
訴
法
一
九
四
条
が
類
推
さ
れ
た
結

果
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
民
訴
法
一
九
四
条
が
決
定
・
命
令
に
つ
い
て

準
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い
と
し
て
も
（
仁
細
》
和
解
調
書
・
調
停
調
書

等
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
も
つ
調
書
（
に
週
｝
雇
射
）
に
つ
い
て
も
、
同
条

の
類
推
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
わ
が
れ
る
。
通
説
・
判
例

は
同
条
の
類
推
を
認
め
る
が
（
難
”
翻
赫
紬
翫
庚
雑
畷
黎
鵡
輩
、
額
例

と
し
て
は
、
和
解
調
書
に
つ
き
、
昭
和
五
年
一
二
月
二
六
日
奈
良
地
民
判
、
新
聞
三
二
四
一
号
九
頁
、
大

審
昭
和
六
年
二
月
二
〇
日
民
五
決
、
民
集
一
〇
巻
七
七
頁
、
調
停
に
つ
ぎ
、
昭
和
六
年
一
二
月
二
三
日
東

難
％
難
縮
鯉
、
蛋
垂
鞍
♂
蛋
舗
、
誌
駐
慰
碧
藩
魏
。
顯
巖
議
謂
難
）
、

裁
判
所
書
記
官
が
更
正
調
書
を
作
成
し
、
そ
れ
に
裁
判
長
が
署
名
捺
印
す
べ
し

と
す
る
否
定
説
も
あ
る
（
繭
耕
恥
翼
舩
予
嘱
赫
捌
｛
却
の
願
歓
籠
旺
碩
ポ
撒
剛
鵬
徹
諮
輔
煙
』
脂

』
畑
錬
駆
骸
パ
賭
聞
）
。
す
な
わ
ち
、
民
訴
法
一
九
四
条
の
類
推
を
認
め
る
こ
と
は
、

和
解
調
書
等
の
も
つ
効
力
と
い
う
点
を
重
視
し
す
ぎ
、
調
書
の
作
成
権
者
で
あ

る
書
記
官
の
権
限
を
無
視
す
る
き
ら
い
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
更
正
は
書
記
官
の

作
成
す
る
更
正
調
書
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
。
た
だ
否
定
説
の
な
か
で

も
具
体
的
手
続
に
つ
い
て
は
見
解
が
さ
ら
に
わ
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
調
停
委

員
会
に
よ
り
成
立
し
た
調
停
調
書
の
更
正
は
調
停
委
員
会
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
（
繭
蟹
パ
謝
鰍
藁
）
、
更
正
調
書
作
成
の
申
立
を
書
記
官
が
却
下
し
た
場

合
、
裁
判
所
に
対
し
異
議
の
申
立
が
許
さ
れ
（
荒
脚
離
肇
激
凝
獺
帥
辮
航
肺
轍
規
複
相
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碍
期
y
裁
判
所
が
右
異
議
を
正
当
と
認
め
れ
媛
書
記
官
に
更
正
調
書
の
作
成
を

命
ず
れ
ば
よ
い
（
蝋
護
罐
座
）
と
す
る
点
霞
共
攣
あ
つ
て
も
（
辮
醜
壁
、

異
議
申
立
棄
却
決
定
に
対
し
抗
告
が
許
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
わ

か
れ
る
（
鶏
喫
騰
座
離
頚
葦
．

　
私
は
和
解
や
請
求
の
放
棄
・
認
諾
調
書
に
つ
い
て
は
類
推
肯
定
説
に
賛
成
し

た
い
。
調
書
作
成
権
限
は
書
記
官
が
も
ち
（
一
麺
）
、
和
解
調
書
等
が
確
定
判
決
と

同
一
の
効
力
を
も
つ
こ
と
だ
け
を
理
由
に
そ
の
更
正
を
判
決
の
更
正
手
続
に
準

じ
る
こ
と
嫡
書
記
官
の
権
限
を
無
視
す
る
と
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
ら
れ
な

い
と
の
批
判
も
あ
る
が
（
鵬
押
論
y
明
白
な
誤
謬
の
限
界
の
判
断
を
書
記
官
に

委
ね
る
こ
と
が
不
当
で
あ
る
こ
と
は
、
明
白
な
誤
謬
を
何
か
ら
判
定
す
る
か
に

つ
ぎ
困
難
な
問
題
を
生
ず
る
場
合
が
多
い
し
、
ま
た
い
か
な
る
誤
謬
が
明
白
と

い
え
る
か
が
問
題
で
あ
る
（
揃
鵬
撰
酪
備
薙
V
）
点
よ
り
み
て
、
肯
定
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
な
る
ほ
ど
調
書
の
作
成
権
者
は
書
記
官
で
あ
つ
て
も
、

和
解
に
つ
い
て
い
え
ば
自
主
的
解
決
案
が
裁
判
所
に
よ
つ
て
是
認
さ
れ
た
と
い

う
面
は
否
定
さ
れ
え
な
い
、
換
言
す
れ
ば
裁
判
所
の
一
種
の
判
断
行
為
の
存
在

は
否
定
し
え
な
い
（
藩
鰍
磁
勲
脚
岬
騨
繍
翻
晰
初
緬
哨
旅
聡
饗
羅
藤
抑
灘
瀞
糞
謹
裁
囎
群

馴
か
噺
鰍
吐
酌
醜
）
。
か
か
る
観
点
よ
り
み
れ
ば
、
す
く
な
く
と
も
和
解
・
請
求
の

放
棄
・
認
諾
調
書
に
つ
い
て
は
裁
判
所
に
更
正
決
定
を
さ
せ
る
こ
と
は
理
由
が

あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
反
L
て
本
件
に
お
け
る
が
ご
と
く
調
停
調
書
の
更

正
権
は
調
停
案
の
作
成
に
あ
た
る
調
停
委
員
会
に
存
在
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
民
訴
法
一
九
四
条
類
推
否
定
説
を
と
り
た
い
。
け
だ
し
、
調

停
に
あ
つ
て
は
和
解
の
成
立
に
お
け
る
裁
判
所
の
役
割
を
調
停
委
員
会
が
果
す

か
ら
で
あ
る
。
か
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
は
、
調
停
委
員
会
が
事
件
毎
に
成
立

九
一

（
一
七
一
七
）
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す
る
も
の
で
あ
つ
て
（
謝
勘
扁
賄
雛
賂
仲
）
、
調
停
成
立
後
は
そ
れ
が
解
散
す
る
と

考
え
ら
れ
る
点
か
ら
、
批
判
も
あ
る
。
現
に
傍
論
で
は
あ
る
が
、
調
停
委
員
会

に
よ
る
更
正
に
反
対
す
る
判
例
も
あ
る
（
棟
鯨
賄
勲
囎
脚
狂
姻
舞
訊
胡
炉
枕
蜘
）
。
し
か

し
、
調
停
委
員
会
は
調
停
成
立
後
も
更
正
の
限
度
に
お
い
て
解
散
し
て
い
な
い

と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
右
の
批
判
は
必
ず

し
も
妥
当
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。

　
か
く
し
て
調
停
調
書
の
更
正
権
が
調
停
委
員
会
に
帰
属
す
る
と
し
て
も
、
裁

判
所
が
更
正
決
定
を
し
、
そ
れ
が
確
定
し
た
以
上
は
、
右
更
正
決
定
は
完
全
に

有
効
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
も
本
件
判
旨
に
は
賛
成
で
き

な
い
。

　
因
み
に
、
一
部
の
学
説
は
、
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
も
つ
調
書
a
更
正

に
つ
い
て
は
、
そ
の
調
書
の
完
成
・
公
示
後
は
明
白
な
誤
謬
は
関
係
人
の
同
意

な
し
に
、
明
白
で
な
い
誤
謬
は
関
係
人
全
員
の
同
意
が
あ
る
と
き
に
限
つ
て
更

正
調
書
の
作
成
に
よ
り
更
正
す
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
（
鵬
嬰
論
）
。
私
は

こ
の
立
場
の
後
半
に
は
若
干
の
疑
問
を
感
じ
る
。
と
い
う
の
は
、
明
白
で
な
い

誤
謬
は
関
係
人
全
員
の
同
意
が
あ
つ
て
も
こ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
は
更
正
で
は

な
い
。
し
た
が
つ
て
関
係
人
全
員
の
同
意
が
あ
つ
て
も
更
正
調
書
の
作
成
を
な

す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
も
は
や
更
正
の
概
念
を
こ
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
「
和
解
調
停
に
関
与
し
た
裁
判
官
自
身
は
、
和
解
内
容
を
記
憶
し

て
い
る
筈
で
あ
り
、
従
つ
て
後
に
和
解
調
書
の
記
載
が
問
題
と
な
つ
た
際
、
記

憶
に
照
ら
し
て
そ
の
誤
謬
の
有
無
を
判
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
裁
判
官

が
替
れ
ば
、
不
明
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
よ
う
な
誤
謬
も
、
判
定
で
き
る

裁
判
官
に
限
つ
て
更
正
で
き
る
と
解
す
べ
き
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
上
訴
の
許
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さ
れ
な
い
和
解
調
停
に
お
い
て
は
で
ぎ
る
限
ヴ
真
実
に
合
致
さ
せ
る
道
を
残
す

意
味
で
、
誤
謬
に
つ
き
相
対
的
な
明
白
性
（
主
任
裁
判
官
及
び
調
停
委
員
に
と
り

明
白
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
い
う
意
味
で
）
、
を
も
つ
て
足
り
る
と
解
し
て
も
よ
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
哨
鵬
嫉
購
諦
斑
v
）
と
の
見
解
が
あ
る
。
和
解
調
書
や
調
停

調
書
は
判
決
同
様
に
紛
争
解
決
の
実
体
的
内
容
を
表
示
す
る
も
の
で
、
そ
の
内

容
が
み
だ
り
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
調
書
に
対
す
る
信
用
を
失
わ
し

め
「
且
つ
法
的
安
定
性
の
要
求
に
も
反
す
る
か
ら
、
そ
の
更
正
は
判
決
の
場
合

と
同
じ
明
白
な
誤
謬
に
限
定
す
べ
き
で
、
相
対
的
明
白
性
を
根
拠
に
す
る
更
正

を
認
め
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
（
噌
卦
b
賄
掲
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
　
川
　
明
）

昭
四
二
1
4
（
撮
簗
肇
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控
訴
審
た
る
地
裁
の
再
審
判
決
に
対
す
る
上
訴

　
　
家
屋
明
渡
再
審
請
求
事
件
（
昭
四
二
・
七
・
二
一
第
二
小
法
廷
判
決
）

　
　
家
屋
明
渡
請
求
の
訴
を
お
こ
し
第
一
審
神
戸
簡
裁
で
敗
訴
し
た
X
が
、
神
戸
地

　
裁
へ
の
控
訴
も
棄
却
さ
れ
、
大
阪
高
裁
へ
の
上
告
も
却
下
さ
れ
、
判
決
が
確
定

　
　
し
た
の
で
、
法
定
代
理
人
S
に
よ
つ
て
控
訴
審
神
戸
地
裁
に
再
審
の
訴
を
お
こ

　
　
し
た
と
こ
ろ
、
S
に
代
理
権
な
し
と
し
て
再
審
の
訴
は
却
下
さ
れ
、
再
審
事
由

　
　
の
審
理
は
行
わ
れ
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
S
が
更
に
大
阪
高
裁
に
「
上
訴
」
し
た

　
　
と
こ
ろ
、
同
裁
判
所
は
神
戸
地
裁
の
判
断
を
正
当
と
し
て
「
控
訴
を
棄
却
す
る
」

　
旨
の
判
決
を
し
た
。
そ
の
た
め
X
か
ら
最
高
裁
に
上
告
し
た
の
が
本
件
で
あ
る

　
が
、
最
高
裁
、
曰
く
、
「
職
権
を
も
つ
て
調
査
す
る
に
、
地
方
裁
判
所
が
控
訴

　
審
と
し
て
な
し
た
判
決
に
対
す
る
再
審
事
件
に
つ
い
て
、
、
同
地
方
裁
判
所
が
言



い
渡
す
判
決
は
控
訴
審
た
る
資
格
で
な
す
も
の
で
あ
る
（
民
訴
法
四
二
三
条
）
か

ら
、
右
再
審
事
件
の
終
局
判
決
に
対
し
て
高
等
裁
判
所
に
な
す
上
訴
は
上
告
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
神
戸
地
方
裁
判
所
の
昭
和
二
九
年
（
レ
）
第

九
号
家
屋
明
渡
等
控
訴
事
件
の
判
決
に
対
す
る
本
件
再
審
事
件
に
つ
ぎ
、
同
地

方
裁
判
所
が
な
し
た
再
審
の
訴
を
却
下
す
る
判
決
に
対
し
て
大
阪
高
等
裁
判
所

に
な
さ
れ
る
不
服
申
立
は
上
告
で
あ
り
、
再
審
原
告
た
る
上
告
人
は
大
阪
高
等

裁
判
所
に
対
し
て
上
告
状
と
明
記
し
た
書
面
を
提
出
し
て
不
服
申
立
を
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
原
審
は
誤
つ
て
こ
の
上
告
状
を
控
訴
状
と
解
し
、
控
訴
審
と

し
て
め
訴
訟
手
続
を
な
し
て
控
訴
判
決
を
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
本
件
記

録
お
よ
び
原
判
文
上
明
ら
か
で
あ
る
」
。
こ
れ
は
民
訴
法
四
二
三
条
の
解
釈

適
用
を
誤
ま
つ
た
も
の
で
、
違
法
と
い
う
ほ
か
な
い
、
と
。
1
ー
破
棄
、
差

戻
。

　
事
案
は
中
華
民
国
民
法
と
も
絡
む
興
味
あ
る
内
容
を
も
つ
し
、
行
違
い
の
生

じ
た
一
因
は
最
初
の
原
告
が
途
中
で
死
亡
し
て
当
時
X
臓
未
成
年
で
あ
つ
た
も

の
が
再
審
の
訴
は
成
年
後
に
お
こ
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
、
す
べ
て
、
差
当
つ
て
の
問
題
に
直
接
の
関
係
が
な
い
。

　
問
題
は
極
め
て
単
純
で
、
控
訴
審
裁
判
所
に
お
こ
さ
れ
た
再
審
の
訴
は
、
第

一
審
の
手
続
を
開
始
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
控
訴
審
と
し
て
の
訴
訟
手
続

を
開
始
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
に
過
ぎ
ぬ
。
再
審
の

訴
が
「
訴
」
で
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
第
一
審
の
訴
訟
手
続
を
開
始
さ
せ
る
に

す
ぎ
ぬ
と
考
え
る
も
の
は
、
先
ず
あ
り
え
ま
い
。
そ
れ
で
は
審
級
の
構
造
が
素

れ
て
し
ま
う
し
、
民
訴
四
二
三
条
の
字
句
を
も
説
明
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
引
つ
か
か
る
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
再
審
の
訴
に
よ
る
旧
訴
訟
の
復
活
続
行

は
、
再
審
の
訴
が
適
法
で
、
再
審
事
由
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
確
定
判
決
が
取
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消
さ
れ
る
こ
と
の
確
実
に
な
つ
た
時
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
本

件
大
阪
高
裁
が
神
戸
地
裁
の
再
審
の
訴
却
下
の
判
決
を
第
一
審
判
決
と
認
め
た

の
も
、
未
だ
神
戸
地
裁
で
の
旧
訴
訟
の
復
活
な
し
と
考
え
た
も
の
，
従
つ
て
、

再
審
の
訴
に
基
づ
く
本
来
の
審
判
が
な
か
つ
た
場
合
の
措
置
と
い
う
趣
旨
な
の

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
櫨
か
に
、
再
審
の
訴
は
、
確
定
判
決
の
取
消
と
事
件
に
つ

い
て
こ
れ
に
代
わ
る
判
決
と
を
申
立
て
る
複
合
的
な
目
的
を
有
す
る
し
、
且

つ
。
確
定
判
決
が
取
消
さ
れ
れ
ば
旧
訴
訟
の
復
活
の
方
は
寧
ろ
自
働
的
に
生
ず

べ
き
理
窟
で
あ
る
か
ら
、
複
合
的
な
二
目
的
の
う
ち
で
は
確
定
判
決
の
取
消
の

方
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
法
は
、
再
審
許
否
の

審
判
と
本
来
の
審
判
と
を
別
の
段
階
と
し
て
区
別
は
し
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
．
再
審
の
許
否
を
審
理
す
る
の
も
、
旧
訴
訟
が
本
案
に
つ
い
て
復

活
続
行
せ
ら
れ
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
そ
の
同
一
審
級
手
続
で
あ
る
筈
で
、
実

は
再
審
の
訴
の
提
起
だ
け
で
、
既
に
一
お
う
当
該
審
級
が
復
活
続
行
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
許
否
要
件
審
理
の
結
果
再
審
の
訴
が
不
適
法
と
し
て
却
下
さ
れ
れ

ぽ
．
一
お
う
の
当
該
審
級
復
活
が
本
案
の
審
理
ま
で
進
ま
ず
目
的
を
達
し
な
い

が
、
こ
れ
は
、
再
審
の
訴
を
適
法
と
し
、
再
審
事
由
あ
り
と
し
て
、
本
案
の
審

理
に
ま
で
進
ん
だ
下
級
審
の
判
決
が
、
上
級
審
に
よ
つ
て
取
消
さ
れ
、
再
審
の

訴
が
不
適
法
と
し
て
却
下
さ
れ
た
場
合
に
、
審
級
の
復
活
続
行
と
い
う
こ
と
が

意
味
を
失
う
の
と
同
断
で
あ
る
。

　
X
提
出
の
上
告
状
を
、
上
告
状
と
「
明
記
し
た
書
面
」
な
の
に
控
訴
状
と
扱

つ
た
点
で
、
大
阪
高
裁
は
誤
を
お
か
し
た
の
で
は
な
い
。
上
告
状
と
記
載
あ
る

書
面
を
控
訴
状
と
扱
う
余
地
は
十
二
分
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
責

め
る
よ
う
な
部
分
で
は
、
判
旨
も
相
当
で
な
い
。
し
か
し
、
控
訴
審
判
決
の
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
（
一
七
一
九
）



判

研

究

例

消
を
求
め
て
控
訴
裁
判
所
に
お
ζ
さ
れ
た
再
審
の
訴
は 、
控
訴
審
手
続
を
開
始

せ
し
め
る
も
の
で
あ
り 、
そ
の
結
果
再
審
の
訴
が
却
下
さ
れ
て
も 、
そ
の
却
下

判
決
は
控
訴
審
判
決
に
相
当
し 、
従
っ
て
こ
れ
に
対
す
る
上
訴
は 、
た・
と
え
本

九
四

（一
七
二
O）

件
の
場
合
と
は
逆
に
控
訴
状
を
も
っ
て
起
こ
さ
れ
て
も 、

そ
の
性
質 、

上
告

で 、
判
旨
の
説
く
大
筋
は 、

正
当
で
あ
る 、
f

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

（
伊

東

乾〉


